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【1】シビックプライドと未来をつくる力を育む人財育成

・朝来市の魅力を創造し発信することで、定住人口及び交流人口を拡大し、誰もが市に愛着

と誇りが持てるまちづくりを進めるため、平成27年度にシティプロモーション戦略を策定し

ました。

◆「ASAGOiNG  あなたはまちの未来」をキャッチフレーズとして、戦略的な＊シティプロモー

ションを推進しています。

◆＊シビックプライドを育て、「外向きの差別化」よりも、「内向きの主体化」をめざして人財育

成等の事業を展開しています。

◆中学校3年生への意識調査の中で、「朝来市が好きだ」と答えた生徒は80％を超える一方、

「朝来市に住み続けたい」と答えた生徒は15％程度に留まるなど、まちへの愛着と将来展望

とのかい離が問題となっています。

【2】朝来市の認知度拡大

◆平成29年4月に、生野銀山や神子畑選鉱場跡などが日本遺産に認定され、今後国内外で

の認知度がさらに高まることが期待されています。

◆竹田城跡の認知度は高く、朝来市の大きなコンテンツとなっていますが、朝来市そのもの

の市名や位置は未だ十分に知られているとは言えません。

◆日本三大ねぎの一つ「岩津ねぎ」をはじめ、国内外で評価の高い地酒など、朝来市固有の

資源を活かして市の認知度拡大を図ることが求められています。

































































【1】障害者（児）に対する生活支援

◆障害があっても住み慣れた地域で生活でき、必要な時にサービスを受けることができるよう、生

活支援や就労支援などの充実を図り、地域全体で障害のある人を支える体制づくりを進めます。

◆相談支援専門員の増員を市内の障害福祉サービス事業所に働きかけ、相談支援体制の強

化を図ります。

【2】障害者の社会参加促進

◆障害のある人が自分に合った作業や仕事を選ぶことができるよう就労支援の充実を図ります。

◆障害のある人同士の交流や相互支援体制づくりのため、障害者団体への支援を行うととも

に、自主活動の活性化を促進します。

◆障害のある人の社会参加の促進を図るため、手話通訳者等の意思疎通支援を行う人材の

育成や、障害への理解の促進、交通手段の確保等支援体制を充実します。

③ 事業実施方針



















　地域まちづくり計画は各地域自治協議会において策定された計画で、それぞれの地域の将

来の姿を描くとともに、地域住民が地域課題を共有し、その解決に向けて地域住民が主体と

なって取り組む計画をとりまとめたものです。

　朝来市では、市民自治のまちづくりに向けた＊地域協働体制の確立を図るために、地域自

治協議会が策定している「地域まちづくり計画」を地域別計画と位置付けし、その実現に向け

て、分野別の個別計画などの施策に可能な限り反映させて積極的に支援していきます。

◇別途：地域まちづくり計画参照
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